
(57)【要約】
【課題】　初期特性として透水性が低く、かつ十分な強度を有し、経時変化後には透水性
が増加し、かつ強度が低下する不織布の提供を目的とするものである。
【解決手段】　吸水性材と熱融着性材とを含有する不織布であって、前記不織布の
　透水係数が１．０×１０ - 4～１．０×１０ - 1ｃｃ／ｃｍ 2／ｓｅｃ、
　破断強力が１５ N／５ｃｍであり、かつ、
サンシャインウエザオメーターにおける２００時間照射後の前記不織布の透水係数が１．
０×１０ - 1ｃｃ／ｃｍ 2／ｓｅｃ以上であることを特徴とする不織布。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 吸 水 性 材 と 熱 融 着 性 材 と を 含 有 す る 不 織 布 で あ っ て 、 前 記 不 織 布 の
　 透 水 係 数 が １ ． ０ × １ ０ - 4 ～ １ ． ０ × １ ０ - 1 ｃ ｃ ／ ｃ ｍ 2 ／ ｓ ｅ ｃ 、
　 破 断 強 力 が １ ５ N／ ５ ｃ ｍ 以 上 で あ り 、 か つ 、
サ ン シ ャ イ ン ウ エ ザ オ メ ー タ ー に お け る ２ ０ ０ 時 間 照 射 後 の 前 記 不 織 布 の 透 水 係 数 が １ ．
０ × １ ０ - 1 ｃ ｃ ／ ｃ ｍ 2 ／ ｓ ｅ ｃ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 不 織 布 。
【 請 求 項 ２ 】
　 不 織 布 全 体 中 の 熱 融 着 性 材 の 含 有 比 率 は 、 ５ 質 量 ％ ～ ３ ０ 質 量 ％ で あ る 請 求 項 １ に 記 載
の 不 織 布 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 不 織 布 が 、 生 分 解 性 繊 維 を 含 有 し 、 前 記 吸 水 性 材 の 含 有 率 は 、 生 分 解 性 繊 維 と 吸 水
性 材 と の 合 計 質 量 の ２ ０ 質 量 ％ 以 上 で あ る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 不 織 布 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 吸 水 性 材 が 、 吸 水 性 能 と し て １ ０ ｃ ｃ ／ ｇ 以 上 の 吸 水 量 を 有 す る 請 求 項 １ ～ ３ の い
ず れ か に 記 載 の 不 織 布 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 吸 水 性 材 は 、 吸 水 性 繊 維 ま た は 吸 水 性 樹 脂 か ら な る パ ウ ダ ー で あ る 請 求 項 １ ～ ４ の
い ず れ か に 記 載 の 不 織 布 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 熱 融 着 性 材 は 、 熱 融 着 性 繊 維 ま た は 熱 融 着 性 樹 脂 か ら な る パ ウ ダ ー で あ る 請 求 項 １
～ ５ の い ず れ か に 記 載 の 不 織 布 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 熱 融 着 性 繊 維 が 、 高 融 点 樹 脂 成 分 と 低 融 点 樹 脂 成 分 か ら な る サ イ ド バ イ サ イ ド あ る
い は 芯 鞘 の 構 造 を 有 す る 複 合 繊 維 で あ り 、 か つ 前 記 低 融 点 樹 脂 成 分 の 融 点 が １ ０ ０ ℃ ～ １
８ ０ ℃ で あ る 請 求 項 ６ に 記 載 の 不 織 布 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 生 分 解 性 繊 維 は 、 綿 、 ウ ー ル ま た は レ ー ヨ ン で あ る 請 求 項 ３ ～ ７ の い ず れ か に 記 載
の 不 織 布 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 不 織 布 は 、 法 面 保 護 用 不 織 布 で あ る 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か に 記 載 の 不 織 布 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 不 織 布 に 関 す る も の で あ り 、 よ り 詳 細 に は 、 法 面 保 護 用 不 織 布 に 関 す る も の
で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 道 路 建 設 、 土 地 造 成 な ど に よ っ て 形 成 さ れ る 法 面 に つ い て は 、 崩 壊 を 防 止 す る 手 段 を 講
じ る 必 要 が あ る 。 ま た 、 自 然 災 害 を 防 止 す る 観 点 か ら 、 沢 や 崖 な ど の 傾 斜 地 （ 法 面 ） の 崩
壊 を 防 止 す る こ と も 必 要 で あ る 。 法 面 の 崩 壊 を 防 止 す る 保 護 手 段 と し て は 、 例 え ば 、 種 子
吹 き 付 け 工 法 、 コ ン ク リ ー ト 吹 き 付 け 工 法 、 保 護 シ ー ト を 敷 設 す る 方 法 な ど が あ る 。 種 子
吹 き つ け 工 法 や コ ン ク リ ー ト 吹 き 付 け 工 法 で は 、 法 面 の 土 質 や 法 面 の 勾 配 な ど に よ っ て 制
約 を 受 け る 場 合 が あ り 、 保 護 シ ー ト を 用 い て 法 面 を 保 護 す る 工 法 が 簡 便 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 保 護 シ ー ト を 用 い て 、 法 面 を 保 護 す る 方 法 と し て は 、 例 え ば 、 以 下 の よ う な 提 案 が な さ
れ て い る （ 特 許 文 献 １ ～ ４ ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 「 不 透 水 性 基 材 シ ー ト 及 び 透 水 性 シ ー ト の 少 な く と も ２ 層 か ら 積 層 さ
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れ て い て 、 前 記 不 透 水 性 基 材 シ ー ト の 表 面 に 所 定 の 分 布 密 度 で 形 成 さ れ て い る 所 定 の 形 状
の 突 起 片 が 、 前 記 透 水 性 シ ー ト を 貫 通 し 全 体 と し て 一 体 に 成 形 さ れ て い る 複 合 シ ー ト 」 が
開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 ２ に は 、 「 経 方 向 適 宜 間 隔 ご と に 疎 密 を 繰 り 返 す 植 生 用 ネ ッ ト に お い て 、 密 部
を 構 成 す る 横 糸 が 細 デ ニ ー ル の 腐 蝕 性 繊 維 で 構 成 さ れ 、 且 つ 密 部 が 植 物 の 侵 入 を 許 さ ぬ 程
度 に 密 に 編 織 さ れ 、 疎 部 を 構 成 す る 横 糸 が 太 デ ニ ー ル の 腐 蝕 性 繊 維 で 構 成 さ れ 、 該 ネ ッ ト
の 全 面 も し く は 一 部 に 、 種 子 、 肥 料 、 土 壌 改 良 材 、 保 水 材 の 一 種 以 上 を 装 着 し た こ と を 特
徴 と す る 法 面 緑 化 ネ ッ ト 」 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 特 許 文 献 ３ に は 、 「 不 織 布 等 の 繊 維 状 物 に よ り シ ー ト 状 に 形 成 し た 吸 排 水 基 材 の 表 面 ま
た は 内 部 に 、 天 然 繊 維 、 合 成 繊 維 、 あ る い は 両 者 を 混 合 し て 形 成 し た 網 状 体 を 一 体 化 し た
こ と を 特 徴 と す る 土 木 用 強 化 シ ー ト 」 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 特 許 文 献 ４ に は 、 「 実 質 的 に 生 分 解 性 を 有 し な い 合 成 繊 維 を 用 い て 構 成 さ れ 、 該 合 成 繊
維 表 面 に 生 分 解 性 物 質 か ら な る 被 膜 が 被 覆 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 土 木 用 シ ー ト 類 」
が 開 示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － １ １ ３ ７ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ ０ － ６ ０ ８ ９ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ １ ９ ８ ８ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ４ ２ ４ ８ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 造 成 に よ っ て 新 た に 形 成 さ れ た 法 面 の 土 砂 崩 れ を 防 止 し 、 法 面 を 安 定 （ 固 着 ） さ せ る た
め に は 、 造 成 後 の 初 期 段 階 と し て 、 ま ず 、 降 雨 に よ っ て 多 量 の 雨 水 が 法 面 へ 侵 入 す る の を
防 ぐ 必 要 が あ る 。 初 期 段 階 で は 法 面 が 固 ま っ て お ら ず 、 多 量 の 雨 水 が 入 る と 細 か い 土 粒 子
が 流 さ れ 、 法 面 が 崩 れ 易 く な る か ら で あ る 。 一 方 、 法 面 に 全 く 雨 水 な ど が 浸 入 し な い 場 合
に も 、 や は り 法 面 は 安 定 し な い 。 法 面 の 土 壌 を 固 め る た め に は あ る 程 度 の 水 分 が 必 要 だ か
ら で あ る 。 ま た 、 法 面 に 植 物 が 発 芽 、 生 育 し 、 植 物 の 根 付 き に よ り 土 壌 を 更 に 安 定 に す る
た め に は 、 植 物 の 生 育 の た め に 十 分 な 水 分 が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 つ ま り 、 法 面 保 護 用 シ ー ト と し て は 、 初 期 段 階 で は 、 多 量 の 雨 水 な ど が 法 面 に 浸 入 す る
こ と を 抑 制 し 、 徐 々 に 雨 水 な ど が 法 面 に 浸 入 す る よ う に し て 、 法 面 を 安 定 化 で き る も の が
理 想 的 で あ る 。 ま た 、 法 面 が 崩 壊 す る の を 防 止 す る た め に は 、 土 壌 な ど の 流 失 を 防 止 で き
る 程 度 の 強 度 も 必 要 に な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 初 期 特 性 と し て 透 水 性 が 低 く 、 か つ
十 分 な 強 度 を 有 し 、 経 時 的 に 透 水 性 が 高 く な る 不 織 布 、 よ り 詳 細 に は 、 法 面 保 護 用 不 織 布
を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る こ と の で き た 本 発 明 の 不 織 布 と は 、 吸 水 性 材 と 熱 融 着 性 材 と を 含 有
す る 不 織 布 で あ っ て 、 前 記 不 織 布 の 透 水 係 数 が １ ． ０ × １ ０ - 4 ～ １ ． ０ × １ ０ - 1 ｃ ｃ ／ ｃ
ｍ 2 ／ ｓ ｅ ｃ 、 破 断 強 力 が １ ５ N／ ５ ｃ ｍ 以 上 、 か つ 、 サ ン シ ャ イ ン ウ エ ザ オ メ ー タ ー に お
け る ２ ０ ０ 時 間 照 射 後 の 前 記 不 織 布 の 透 水 係 数 が １ ． ０ × １ ０ - 1 ｃ ｃ ／ ｃ ｍ 2 ／ ｓ ｅ ｃ 以
上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 不 織 布 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 の 不 織 布 は 、 吸 水 性 材 と 熱 融 着 性 材 と を 含 有 し 、 前 記 吸 水 性 材 が 、 初
期 特 性 と し て 、 降 雨 の 際 に 雨 水 な ど を 吸 水 し て 膨 潤 し 、 不 織 布 を 構 成 す る 繊 維 間 の 空 隙 を
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塞 い で 不 織 布 全 体 の 透 水 性 を 低 下 さ せ る と と も に 、 経 時 的 特 性 と し て 、 太 陽 光 な ど の 紫 外
線 照 射 に よ り 吸 水 率 及 び 膨 潤 率 が 低 下 し て 、 雨 水 な ど を 吸 水 し て も 、 繊 維 間 の 空 隙 を 維 持
す る 割 合 が 高 く な り 、 不 織 布 全 体 の 透 水 性 を 徐 々 に 高 く す る と い う 作 用 を 利 用 す る と こ ろ
に 要 旨 が あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ し て 、 本 発 明 の 不 織 布 は 、 初 期 特 性 と し て 、 降 雨 の 際 に 必 要 最 低 限 量 の 水 分 を 透 水 さ
せ る と と も に 、 多 量 の 雨 水 が 透 水 す る の を 抑 制 す る た め 、 １ ． ０ × １ ０ - 4 ～ １ ． ０ × １ ０
- 1 ｃ ｃ ／ ｃ ｍ 2 ／ ｓ ｅ ｃ の 透 水 係 数 を 有 す る 。 さ ら に 、 本 発 明 の 不 織 布 は 、 経 時 的 に 透 水
性 を 高 め る た め 、 サ ン シ ャ イ ン ウ エ ザ オ メ ー タ ー に お け る ２ ０ ０ 時 間 照 射 後 の 特 性 と し て
、 １ ． ０ × １ ０ - 1 ｃ ｃ ／ ｃ ｍ 2 ／ ｓ ｅ ｃ 以 上 の 透 水 係 数 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 で 使 用 す る 熱 融 着 性 材 は 、 不 織 布 を 構 成 す る 繊 維 間 同 士 を 固 着 し て 、 得 ら
れ る 不 織 布 の 強 度 を 高 め る 作 用 を 有 す る 。 本 発 明 の 不 織 布 は 、 法 面 の 土 壌 の 崩 壊 を 物 理 的
に 防 止 す る と 言 う 観 点 か ら 、 あ る 程 度 の 強 度 が 必 要 に な り 、 初 期 特 性 と し て 、 １ ５ Ｎ ／ ５
ｃ ｍ 以 上 の 破 断 強 力 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に お い て 、 不 織 布 全 体 中 の 熱 融 着 性 材 の 含 有 比 率 が 、 ５ 質 量 ％ ～ ３ ０ 質 量 ％ で あ
る こ と も 好 ま し い 態 様 で あ る 。 ま た 、 本 発 明 に お い て 、 前 記 不 識 布 が 、 生 分 解 性 繊 維 を 含
有 し 、 前 記 吸 水 性 材 の 含 有 率 が 、 生 分 解 性 繊 維 と 吸 水 性 材 と の 合 計 質 量 の ２ ０ 質 量 ％ 以 上
で あ る こ と も 好 ま し い 態 様 で あ る 。 生 分 解 性 繊 維 を 含 有 さ せ る こ と に よ っ て 、 不 織 布 が 経
時 的 に 劣 化 し や す く な り 、 経 時 的 透 水 性 が 高 く な る と と も に 、 植 物 の 発 芽 、 生 育 な ど も 促
進 さ れ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 吸 水 性 材 と し て は 、 例 え ば 、 吸 水 性 能 と し て １ ０ ｃ ｃ ／ ｇ 以 上 の 吸 水 量 を 有 す る も
の を 使 用 す る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う な 吸 水 性 材 と し て 好 ま し い の は 、 例 え ば 、 吸 水 性
繊 維 ま た は 吸 水 性 樹 脂 か ら な る パ ウ ダ ー で あ る 。 前 記 熱 融 着 性 材 と し て 好 ま し い の は 、 例
え ば 、 熱 融 着 性 繊 維 ま た は 熱 融 着 性 樹 脂 か ら な る パ ウ ダ ー で あ る 。 前 記 熱 融 着 性 繊 維 と し
て は 、 例 え ば 、 高 融 点 樹 脂 成 分 と 低 融 点 樹 脂 成 分 か ら な る サ イ ド バ イ サ イ ド あ る い は 芯 鞘
の 構 造 を 有 す る 複 合 繊 維 で あ り 、 か つ 前 記 低 融 点 樹 脂 成 分 の 融 点 が １ ０ ０ ℃ ～ １ ８ ０ ℃ で
あ る も の を 使 用 す る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 前 記 生 分 解 性 繊 維 と し て 好 ま し い の は 、 例 え
ば 、 綿 、 ウ ー ル ま た は レ ー ヨ ン で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 不 織 布 は 、 法 面 保 護 用 と し て 好 適 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 不 織 布 は 、 初 期 特 性 と し て 、 透 水 性 が 低 く 、 か つ 破 断 強 力 が 大 き い が 、 経 時 的
に 透 水 性 が 高 く な る と い う 効 果 を 奏 す る 。 斯 か る 効 果 に よ り 、 本 発 明 の 不 織 布 は 、 造 成 後
の 法 面 保 護 に 好 適 で あ り 、 さ ら に 沢 、 崖 な ど の 傾 斜 地 な ど の 保 護 用 と し て も 利 用 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 不 織 布 は 、 吸 水 性 材 と 熱 融 着 性 材 と を 含 有 す る 不 織 布 で あ っ て 、 前 記 不 織 布 の
透 水 係 数 が １ ． ０ × １ ０ - 4 ～ １ ． ０ × １ ０ - 1 ｃ ｃ ／ ｃ ｍ 2 ／ ｓ ｅ ｃ 、 破 断 強 力 が １ ５ N／ ５
ｃ ｍ 以 上 で あ り 、 か つ 、 サ ン シ ャ イ ン ウ エ ザ オ メ ー タ ー に お け る ２ ０ ０ 時 間 照 射 後 の 前 記
不 織 布 の 透 水 係 数 が １ ． ０ × １ ０ - 1 ｃ ｃ ／ ｃ ｍ 2 ／ ｓ ｅ ｃ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 不 織 布 は 、 初 期 特 性 と し て 、 透 水 係 数 が １ ． ０ × １ ０ - 1 ｃ ｃ ／ ｃ ｍ 2 ／ ｓ ｅ ｃ
以 下 で あ り 、 よ り 好 ま し く は 、 ５ × １ ０ - 2 ｃ ｃ ／ ｃ ｍ 2 ／ ｓ ｅ ｃ 以 下 、 さ ら に 好 ま し く は
、 １ ． ０ × １ ０ - 2 ｃ ｃ ／ ｃ ｍ 2 ／ ｓ ｅ ｃ 以 下 で あ る 。 透 水 係 数 を １ ． ０ × １ ０ - 1 ｃ ｃ ／ ｃ
ｍ 2 ／ ｓ ｅ ｃ 以 下 と す る の は 、 安 定 化 の 初 期 段 階 で は 、 降 雨 の 際 、 法 面 に 多 量 の 雨 水 な ど
が 浸 入 す る の を 抑 制 す る 必 要 が あ る か ら で あ る 。 ま た 、 土 壌 を 固 め て 安 定 化 さ せ る た め に
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は 、 あ る 程 度 の 水 分 を 法 面 に 供 給 す る 必 要 が あ る こ と か ら 、 本 発 明 の 不 織 布 の 透 水 係 数 は
、 初 期 特 性 と し て 、 １ ． ０ × １ ０ - 4 ｃ ｃ ／ ｃ ｍ 2 ／ ｓ ｅ ｃ 以 上 で あ り 、 よ り 好 ま し く は 、
５ × １ ０ - 4 ｃ ｃ ／ ｃ ｍ 2 ／ ｓ ｅ ｃ 以 上 、 さ ら に 好 ま し く は 、 １ ． ０ × １ ０ - 3 ｃ ｃ ／ ｃ ｍ 2 ／
ｓ ｅ ｃ 以 上 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 不 織 布 は 、 初 期 特 性 と し て 、 破 断 強 力 が １ ５ Ｎ ／ ５ ｃ ｍ 以 上 で あ り 、 よ り 好 ま
し く は ２ ０ Ｎ ／ ５ ｃ ｍ 以 上 、 更 に 好 ま し く は 、 ２ ５ Ｎ ／ ５ ｃ ｍ 以 上 で あ る 。 破 断 強 力 を １
５ Ｎ ／ ５ ｃ ｍ 以 上 と す る の は 、 法 面 か ら 土 壌 な ど が 流 出 す る の を 物 理 的 に 抑 制 す る 実 用 レ
ベ ル の 強 度 を 確 保 す る た め で あ る 。 ま た 、 初 期 特 性 と し て の 破 断 強 力 の 上 限 は 、 特 に 限 定
さ れ な い が 、 ６ ０ Ｎ ／ ５ ｃ ｍ で あ る 。 法 面 の 安 定 性 、 敷 設 時 の 取 り 扱 い 性 を 良 好 に 保 ち つ
つ 、 劣 化 後 の 破 断 強 力 も 植 物 生 育 に と っ て 適 度 な も の と す る た め で あ る 。 ま た 、 過 剰 品 質
を 防 止 で き 、 コ ス ト 面 か ら も 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 不 織 布 は 、 経 時 的 特 性 と し て 、 サ ン シ ャ イ ン ウ エ ザ オ メ ー タ ー ２ ０ ０ 時 間 照 射
後 の 透 水 係 数 が １ ． ０ × １ ０ - 1 ｃ ｃ ／ ｃ ｍ 2 ／ ｓ ｅ ｃ 以 上 で あ り 、 よ り 好 ま し く は １ ． ５
× １ ０ - 1 ｃ ｃ ／ ｃ ｍ 2 ／ ｓ ｅ ｃ 以 上 、 さ ら に 好 ま し く は ５ ． ０ × １ ０ - 1 ｃ ｃ ／ ｃ ｍ 2 ／ ｓ ｅ
ｃ 以 上 で あ る 。 本 発 明 で は 、 吸 水 性 材 の 吸 水 率 及 び 膨 潤 率 が 経 時 的 に 低 下 し て 、 降 雨 の 際
に 、 雨 水 な ど を 吸 水 し て も 、 不 織 布 を 構 成 す る 繊 維 間 の 空 隙 を 維 持 す る 割 合 が 高 く な り 、
不 織 布 全 体 の 透 水 性 を 徐 々 に 高 く す る と い う 作 用 を 利 用 し 、 斯 か る 作 用 に よ り 、 法 面 に 徐
々 に 雨 水 を 浸 透 さ せ て 、 法 面 を 安 定 化 す る た め で あ る 。 尚 、 サ ン シ ャ イ ン ウ エ ザ オ メ ー タ
ー ２ ０ ０ 時 間 照 射 は 、 約 １ 年 間 の 屋 外 暴 露 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 不 織 布 は 、 経 時 的 特 性 と し て 、 サ ン シ ャ イ ン ウ エ ザ オ メ ー タ ー ２ ０ ０ 時
間 照 射 後 の 強 度 保 持 率 が ５ ０ ％ 以 下 で あ り 、 よ り 好 ま し く は ４ ５ ％ 以 下 、 さ ら に 好 ま し く
は ４ ０ ％ 以 下 で あ る 。 強 度 保 持 率 を ５ ０ ％ 以 下 と す る こ と に よ り 、 不 織 布 が 経 時 劣 化 し て
、 土 壌 表 面 を 露 出 さ せ 、 植 生 が 発 育 す る た め に 必 要 な 空 間 を 与 え る こ と が で き る 。 前 記 強
度 保 持 率 は 、 サ ン シ ャ イ ン ウ エ ザ オ メ ー タ ー ２ ０ ０ 時 間 照 射 後 の 破 断 強 力 を 、 初 期 破 断 強
力 に 対 す る 百 分 率 と し て 表 す 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 で 使 用 す る 吸 水 性 材 は 、 初 期 特 性 と し て 、 吸 水 性 を 有 し 、 経 時 的 に 吸 水 性 が 低 下
す る も の で あ れ ば 、 特 に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 初 期 特 性 と し て 、 １ ０ ｃ ｃ ／ ｇ 以 上 で あ
り 、 よ り 好 ま し く は ３ ０ ｃ ｃ ／ ｇ 以 上 、 さ ら に 好 ま し く は １ ０ ０ ｃ ｃ ／ ｇ 以 上 の 吸 水 性 能
を 有 す る 吸 水 性 材 を 使 用 す る こ と が 好 ま し い 。 初 期 の 吸 水 量 を １ ０ ｃ ｃ ／ ｇ 以 上 と す る こ
と に よ り 、 吸 水 性 材 の 膨 潤 率 が 高 く な っ て 、 不 織 布 を 構 成 す る 繊 維 間 の 空 隙 が 塞 が れ て 、
初 期 透 水 性 が 低 下 す る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う な 吸 水 性 材 と し て 、 例 え ば 、 吸 水 性 繊 維 お よ び 吸 水 性 樹 脂 か ら な る パ ウ ダ ー を
挙 げ る こ と が で き る 。 前 記 吸 水 性 繊 維 と し て 、 例 え ば 、 表 層 加 水 分 解 変 性 ア ク リ ル 系 繊 維
お よ び ポ リ ア ク リ ル 酸 塩 架 橋 繊 維 等 を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 前 記 表 層 加 水 分 解 変 性 ア ク リ ル 系 繊 維 と し て 、 例 え ば 、 特 開 昭 ５ ４ － １ ３ ８ ６ ９ ３ 号 、
特 開 昭 ５ ７ － ２ １ ５ ４ ９ 号 に 開 示 さ れ る 、 親 水 性 架 橋 重 合 体 か ら な る 外 層 と ア ク リ ロ ニ ト
リ ル 系 重 合 体 及 び ／ 又 は 他 の 重 合 体 か ら な る 内 層 部 と か ら 構 成 さ れ る 高 吸 水 性 繊 維 を 挙 げ
る こ と が で き る 。 前 記 高 吸 水 性 繊 維 は 、 例 え ば 、 ア ク リ ロ ニ ト リ ル 系 重 合 体 か ら な る 繊 維
に 特 定 の ア ル カ リ 金 属 水 酸 化 物 水 性 溶 液 を 作 用 せ し め て 加 水 分 解 し 、 前 記 繊 維 の 外 層 部 の
み を 選 択 的 に 親 水 架 橋 化 （ ヒ ド ロ ゲ ル 化 ） す る こ と に よ り 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 前 記 ポ リ ア ク リ ル 酸 塩 架 橋 繊 維 と し て 、 特 開 昭 ６ ３ － １ ５ ９ ４ ０ ５ 号 、 特 開 昭 ６ ３ － １
５ ９ ４ ４ ０ 号 、 特 開 平 ６ － １ ２ ８ ８ ２ ９ 号 に 開 示 さ れ る 、 カ ル ボ ン 酸 基 を 与 え る モ ノ マ ー
と 、 カ ル ボ ン 酸 基 と 反 応 し て エ ス テ ル 架 橋 結 合 を 形 成 す る ヒ ド ロ キ シ ル 基 を 与 え る モ ノ マ
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ー と を 共 重 合 に よ り 架 橋 し た 高 吸 水 性 繊 維 を 挙 げ る こ と が で き る 。 前 記 高 吸 水 性 繊 維 は 、
例 え ば 、 水 溶 液 中 で ポ リ マ ー 重 合 し 、 さ ら に 繊 維 形 状 化 し た 後 、 加 熱 し て 架 橋 す る こ と に
よ り 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 で 使 用 す る 吸 水 性 樹 脂 か ら な る パ ウ ダ ー と し て は 、 吸 水 性 樹 脂 か ら な る 顆 粒 、 粉
末 な ど が 挙 げ ら れ る 。 前 記 吸 水 性 樹 脂 か ら な る パ ウ ダ ー は 、 略 球 状 で あ り 、 そ の 平 均 粒 子
径 は 、 前 記 吸 水 性 能 を 満 た す も の で あ れ ば 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 例 え ば 、 ６ ０ μ ｍ 以 上
、 ３ ０ ０ μ ｍ 以 下 で あ る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う な 吸 水 性 樹 脂 か ら な る パ ウ ダ ー と し て
、 例 え ば 、 ア ク リ ル 酸 塩 共 重 合 体 、 ポ リ ア ク リ ル 酸 塩 、 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル 架 橋 物 、 ス
チ レ ン 無 水 マ レ イ ン 酸 共 重 合 体 塩 、 ビ ニ ル ア ル コ ー ル 無 水 マ レ イ ン 酸 反 応 物 塩 、 ポ リ ア ク
リ ル 酸 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル 共 重 合 体 塩 、 イ ソ ブ チ レ ン 無 水 マ レ イ ン 酸 塩 、 高 吸 水 性 ポ リ
ウ レ タ ン 、 高 分 子 量 ポ リ エ チ レ ン オ キ サ イ ド 、 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル 、 ヒ ド ロ キ シ エ チ ル
セ ル ロ ー ス 等 を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 に お け る 吸 水 性 材 は 、 太 陽 光 線 な ど の 紫 外 線 照 射 に よ っ て 経 時 的 に 劣 化 す
る も の が 好 適 で あ る 。 本 発 明 で 使 用 す る 吸 水 性 材 と し て 、 前 記 吸 水 性 繊 維 あ る い は 吸 水 性
樹 脂 か ら な る パ ウ ダ ー の い ず れ か を 使 用 し て も 、 吸 水 性 繊 維 と 吸 水 性 樹 脂 か ら な る パ ウ ダ
ー と を 同 時 に 使 用 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 で 使 用 す る 熱 融 着 性 材 は 、 加 熱 に よ り 溶 融 を 開 始 し 、 前 記 溶 融 温 度 以 下 に 冷 却 す
る こ と に よ り 融 着 す る も の で あ れ ば 、 特 に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 融 点 が １ ０ ０ ℃ 以 上 、
好 ま し く は １ １ ０ ℃ 以 上 、 よ り 好 ま し く は １ ２ ０ ℃ 以 上 、 １ ８ ０ ℃ 以 下 、 好 ま し く は １ ７
５ ℃ 以 下 、 よ り 好 ま し く は １ ７ ０ ℃ 以 下 で あ る 熱 融 着 性 材 を 使 用 す る こ と が 好 ま し い 。 こ
の よ う な 熱 融 着 性 材 と し て 、 例 え ば 、 熱 融 着 性 繊 維 お よ び 熱 融 着 性 樹 脂 か ら な る パ ウ ダ ー
を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 前 記 熱 融 着 性 繊 維 と し て 、 例 え ば 、 融 点 の 異 な る ２ 種 類 の 樹 脂 成 分 か ら な る 複 合 繊 維 で
あ り 、 前 記 ２ 種 類 の 樹 脂 成 分 の う ち 、 少 な く と も 融 点 の 低 い ほ う の 樹 脂 成 分 （ 「 低 融 点 樹
脂 成 分 」 、 以 下 、 「 低 融 点 成 分 」 と い う 。 ま た 、 も う 一 方 の 融 点 が 高 い ほ う の 繊 維 を 「 高
融 点 樹 脂 成 分 」 、 以 下 「 高 融 点 成 分 」 と い う ） が 、 前 記 温 度 範 囲 で 溶 融 を 開 始 す る も の を
使 用 す る こ と が 好 ま し い 。 前 記 複 合 繊 維 と し て 、 例 え ば 、 高 融 点 成 分 と 低 融 点 成 分 と か ら
な る サ イ ド バ イ サ イ ド 構 造 を 有 す る 複 合 繊 維 、 ま た は 、 高 融 点 成 分 と 低 融 点 成 分 と か ら な
る 芯 鞘 構 造 の 複 合 繊 維 を 使 用 す る こ と が 好 ま し い 。 斯 か る 複 合 繊 維 に お い て は 、 低 融 点 成
分 の 融 点 が 、 前 記 温 度 範 囲 で あ る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 高 融 点 成 分 と 低 融 点 成 分 の 融 点
の 差 は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 好 ま し く は ３ ０ ℃ 以 上 で あ り 、 よ り 好 ま し く は ３ ５ ℃ 以 上
、 さ ら に 好 ま し く は ４ ０ ℃ 以 上 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の よ う な 熱 融 着 性 繊 維 と し て 、 例 え ば 、 ポ リ エ ス テ ル － 変 性 ポ リ エ ス テ ル 複 合 繊 維 を
含 む ポ リ エ ス テ ル 系 繊 維 、 ６ ナ イ ロ ン － ６ ６ ナ イ ロ ン 複 合 繊 維 を 含 む ポ リ ア ミ ド 系 繊 維 、
ポ リ エ ス テ ル － 変 性 ポ リ エ ス テ ル を 含 む ポ リ オ レ フ ィ ン 系 繊 維 等 が 挙 げ ら れ 、 こ れ ら の 中
で も 、 芯 鞘 構 造 を 有 す る ポ リ エ ス テ ル （ 鞘 ） － 変 性 ポ リ エ ス テ ル （ 芯 ） 複 合 繊 維 を 使 用 す
る こ と が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 で 使 用 す る 熱 融 着 性 樹 脂 か ら な る パ ウ ダ ー と し て は 、 熱 融 着 性 樹 脂 か ら な る 顆 粒
、 粉 末 な ど が 挙 げ ら れ る 。 前 記 熱 融 着 性 樹 脂 か ら な る パ ウ ダ ー は 、 略 球 状 で あ り 、 そ の 平
均 粒 子 径 は 、 前 記 温 度 範 囲 を 満 た す も の で あ れ ば 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 例 え ば 、 ６ ０ μ
ｍ 以 上 、 ３ ０ ０ μ ｍ 以 下 で あ る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う な 熱 融 着 性 樹 脂 か ら な る パ ウ ダ
ー と し て 、 例 え ば 、 低 融 点 ポ リ エ ス テ ル 、 低 融 点 ポ リ エ チ レ ン 、 低 融 点 ナ イ ロ ン 、 低 融 点
ポ リ プ ロ ピ レ ン 等 を 挙 げ る こ と が で き る 。 こ れ ら の 中 で も 、 低 融 点 ポ リ エ チ レ ン が 好 ま し
い 。 前 記 熱 融 着 性 樹 脂 か ら な る パ ウ ダ ー と し て は 、 例 え ば 、 ポ リ エ チ レ ン Ｕ Ｍ ８ ５ １ ０ （
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宇 部 興 産 （ 株 ） 製 ） を 使 用 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 使 用 す る 熱 融 着 性 材 は 、 不 織 布 を 構 成 す る 繊 維 間 同 士 を 接 着 し 、 不 織 布
に 強 力 を 持 た せ る も の が 好 適 で あ る 。 本 発 明 で 使 用 す る 熱 融 着 性 材 と し て 、 前 記 熱 融 着 性
繊 維 あ る い は 熱 融 着 性 樹 脂 か ら な る パ ウ ダ ー の い ず れ か を 使 用 し て も 、 熱 融 着 性 繊 維 と 熱
融 着 性 樹 脂 か ら な る パ ウ ダ ー と を 同 時 に 使 用 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 態 様 で は 、 不 織 布 全 体 中 の 熱 融 着 性 材 の 含 有 比 率 が 、 ５ 質 量 ％ ～ ３ ０
質 量 ％ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 前 記 熱 融 着 材 の 含 有 比 率 は 、 本 発 明 の 不 織 布 に お け る 初 期 透 水 性 お よ び 強 度 を 満 足 す る
も の で あ れ ば 、 特 に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 本 発 明 で 使 用 す る 、 熱 融 着 性 材 の 不 織 布 全 体
中 の 含 有 比 率 は ５ 質 量 ％ 以 上 で あ り 、 好 ま し く は １ ０ 質 量 ％ 以 上 、 よ り 好 ま し く は １ ５ 質
量 ％ 以 上 で あ る 。 ５ 質 量 ％ 以 上 と す る こ と に よ り 、 不 織 布 を 構 成 す る 繊 維 間 の 接 着 状 態 が
良 好 に な り 、 不 織 布 表 面 に お け る 繊 維 の 毛 羽 立 ち が 抑 制 さ れ 、 さ ら に 十 分 な 初 期 破 断 強 力
を 有 す る か ら で あ る 。 ま た 、 前 記 熱 融 着 性 材 の 含 有 比 率 は ３ ０ 質 量 ％ 以 下 で あ り 、 好 ま し
く は ２ ５ 質 量 ％ 以 下 、 よ り 好 ま し く は ２ ０ 質 量 ％ 以 下 で あ る 。 ３ ０ 質 量 ％ を 越 え る と 、 不
織 布 を 構 成 す る 繊 維 間 の 接 着 が 必 要 以 上 に 強 固 に な り 、 斯 か る 繊 維 間 の 空 隙 が 減 少 す る こ
と に よ っ て 、 初 期 透 水 性 が 十 分 に 得 ら れ な い か ら で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 不 織 布 は 、 前 記 吸 水 性 材 と 熱 融 着 性 材 の 他 に 、 生 分 解 性 繊 維 を 含 有 す る
こ と も で き る 。 生 分 解 性 繊 維 を 含 有 さ せ る こ と に よ っ て 、 不 織 布 が 経 時 的 に 劣 化 し や す く
な り 、 経 時 的 透 水 性 が 高 く な る と と も に 、 植 物 の 発 芽 、 生 育 な ど も 促 進 さ れ る か ら で あ る
。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 発 明 で 使 用 す る 生 分 解 性 繊 維 は 、 自 然 界 に お い て 微 生 物 に よ っ て 分 解 さ れ る 繊 維 で あ
れ ば 、 特 に 限 定 さ れ な い 。 前 記 生 分 解 性 繊 維 と し て は 、 例 え ば 、 天 然 繊 維 、 再 生 繊 維 、 合
成 繊 維 を 使 用 す る こ と が 好 ま し い 。 天 然 繊 維 と し て は 、 綿 、 ウ ー ル 、 麻 、 ケ ナ フ 等 が 、 再
生 繊 維 と し て は 、 レ ー ヨ ン 、 ポ リ ノ ジ ッ ク 、 キ ュ プ ラ 等 が 、 合 成 繊 維 と し て は 、 ポ リ 乳 酸
繊 維 、 ポ リ ラ ク ト ロ ン 繊 維 、 ポ リ ヒ ド ロ キ シ ブ チ ネ ー ト 繊 維 、 ポ リ エ チ レ ン サ ク シ ネ ー ト
繊 維 等 が 挙 げ ら れ る 。 前 記 生 分 解 性 繊 維 の 中 で も 、 綿 、 ウ ー ル ま た は レ ー ヨ ン を 使 用 す る
こ と が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 発 明 に お い て 、 前 記 生 分 解 性 繊 維 を 含 有 す る 場 合 、 前 記 吸 水 性 材 の 含 有 率 が 、 生 分 解
性 繊 維 と 吸 水 性 材 と の 合 計 質 量 の ２ ０ 質 量 ％ 以 上 で あ る こ と も 好 ま し い 態 様 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 発 明 で 使 用 す る 吸 水 性 材 の 含 有 率 は 、 前 記 本 発 明 の 不 織 布 に お け る 初 期 透 水 性 、 お よ
び 経 時 透 水 性 を 満 足 す る も の で あ れ ば 、 特 に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 ２ ０ 質 量 ％ 以 上 で あ
り 、 好 ま し く は ５ ０ ％ 質 量 以 上 で あ り 、 よ り 好 ま し く は ８ ０ 質 量 ％ 以 上 で あ る 。 前 記 吸 水
性 材 の 含 有 率 を 高 め る こ と に よ っ て 、 一 層 優 れ た 初 期 透 水 性 お よ び 経 時 的 透 水 性 が 得 ら れ
る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 発 明 に 使 用 で き る 吸 水 性 繊 維 、 熱 融 着 性 繊 維 お よ び 生 分 解 性 繊 維 の 繊 維 長 は 、 前 記 繊
維 を 使 用 し て 得 ら れ る 不 織 布 が 、 本 発 明 に お け る 初 期 透 水 性 、 お よ び 経 時 透 水 性 を 満 足 す
る も の で あ れ ば 、 特 に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 ３ ０ ｍ ｍ 以 上 、 １ ２ ０ ｍ ｍ 以 下 と い っ た 短
繊 維 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 発 明 に 使 用 で き る 吸 水 性 繊 維 、 熱 融 着 性 繊 維 お よ び 生 分 解 性 繊 維 の 繊 度 範 囲 は 、 前 記
繊 維 を 使 用 し て 得 ら れ る 不 織 布 が 、 本 発 明 に お け る 初 期 透 水 性 、 お よ び 経 時 的 透 水 性 を 満
足 す る も の で あ れ ば 、 特 に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 １ デ シ テ ッ ク ス 以 上 が 好 ま し く 、 よ り
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好 ま し く は １ ． ５ デ シ テ ッ ク ス 以 上 、 さ ら に 好 ま し く は ２ デ シ テ ッ ク ス 以 上 で あ る 。 繊 度
を １ デ シ テ ッ ク ス 以 上 と す る こ と に よ り 、 不 織 布 の 高 密 度 化 を 抑 え 、 必 要 最 低 限 の 透 水 性
を 確 保 す る こ と が で き る か ら で あ り 、 さ ら に 高 コ ス ト と な る こ と を 防 ぐ こ と が で き る 。 ま
た 、 本 発 明 の 不 織 布 が 過 度 に 粗 く な る こ と を 抑 え 、 低 透 水 性 を 確 保 す る た め に 、 前 記 繊 度
は １ ５ デ シ テ ッ ク ス 以 下 が 好 ま し く 、 よ り 好 ま し く は １ ２ デ シ テ ッ ク ス 以 下 、 さ ら に 好 ま
し く は １ ０ デ シ テ ッ ク ス 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 発 明 の 不 織 布 は 、 上 述 し た 吸 水 性 材 と 熱 融 着 性 材 と を 含 有 す る 不 織 布 で あ り 、 例 え ば
、 以 下 の 様 に 構 成 さ れ る も の を 挙 げ る こ と が で き る が 、 斯 か る 態 様 に 限 定 さ れ る も の で は
な い 。
（ １ ） 吸 水 性 材 と し て 吸 水 性 繊 維 と 、 熱 融 着 性 材 と し て 熱 融 着 性 繊 維 と を 含 有 す る 不 織 布
、
（ ２ ） 吸 水 性 材 と し て 吸 水 性 繊 維 と 、 熱 融 着 性 材 と し て 熱 融 着 性 繊 維 と 、 生 分 解 性 繊 維 と
を 含 有 す る 不 織 布 、
（ ３ ） 吸 水 性 材 と し て 吸 水 性 樹 脂 か ら な る パ ウ ダ ー と 、 熱 融 着 性 材 と し て 熱 融 着 性 樹 脂 か
ら な る パ ウ ダ ー と 、 長 繊 維 不 織 布 と を 含 有 す る 不 織 布 、
（ ４ ） 吸 水 性 材 と し て 吸 水 性 樹 脂 か ら な る パ ウ ダ ー と 、 熱 融 着 性 材 と し て 熱 融 着 性 パ ウ ダ
ー と 、 短 繊 維 不 織 布 と を 含 有 す る 不 織 布 、
（ ５ ） 吸 水 性 材 と し て 吸 水 性 樹 脂 か ら な る パ ウ ダ ー と 、 熱 融 着 性 材 と し て 熱 融 着 性 繊 維 と
を 含 有 す る 不 織 布 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 前 記 （ ３ ） ～ （ ５ ） の 態 様 に お い て 、 吸 水 性 材 と し て 吸 水 性 樹 脂 か ら な る パ ウ ダ ー 、 お
よ び 熱 融 着 性 材 と し て 熱 融 着 性 樹 脂 か ら な る パ ウ ダ ー を 使 用 す る 場 合 に は 、 斯 か る パ ウ ダ
ー を ２ 層 以 上 の 不 織 布 で 挟 み 込 ん だ 態 様 を 挙 げ る こ と が で き る 。 前 記 パ ウ ダ ー の 少 な く と
も １ 部 は 、 積 層 さ れ た 各 不 織 布 層 に 分 散 す る こ と に よ っ て 、 各 不 織 布 層 中 に 吸 水 性 材 お よ
び 熱 融 着 性 材 が 存 在 す る こ と に な り 、 本 発 明 の 透 水 性 お よ び 強 度 が 発 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 前 記 積 層 さ れ る 不 織 布 と し て は 、 長 繊 維 不 織 布 、 短 繊 維 不 織 布 の い ず れ で あ っ て も 良 い
。 前 記 長 繊 維 不 織 布 と し て 、 例 え ば 、 ス パ ン ボ ン ド 不 織 布 、 メ ル ト ブ ロ ー 不 織 布 が 挙 げ ら
れ 、 例 え ば 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト 、 ナ イ ロ ン 、 ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン か
ら な る も の が 挙 げ ら れ る 。 前 記 短 繊 維 不 織 布 と し て は 、 例 え ば 、 従 来 公 知 の 短 繊 維 不 織 布
、 あ る い は 本 発 明 の 短 繊 維 か ら な る 不 織 布 が 挙 げ ら れ る 。 前 記 長 繊 維 不 織 布 お よ び 短 繊 維
不 織 布 は 、 そ れ ぞ れ 単 独 で 積 層 し て も 、 短 繊 維 不 織 布 と 長 繊 維 不 織 布 と を 組 み 合 わ せ て 積
層 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 前 記 （ １ ） 、 （ ２ ） の 態 様 に お い て 、 吸 水 性 材 と し て 吸 水 性 繊 維 、 お よ び 熱 融 着 性 材 と
し て 熱 融 着 性 繊 維 を 使 用 す る 場 合 に は 、 不 織 布 の 構 成 は １ 層 （ 単 層 ） で あ る こ と が 好 ま し
い 。 吸 水 性 材 お よ び 熱 融 着 材 が １ 層 の 不 識 布 中 に 存 在 す る こ と に よ っ て 、 本 発 明 の 透 水 性
お よ び 強 度 が 発 現 さ れ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 本 発 明 の 不 織 布 は 、 適 度 に 空 気 を 通 過 さ せ る こ と が 好 ま し い 。 本 発 明 の 不 織 布 は 、 ２ ０
０ ｃ ｃ ／ ｃ ｍ 2 ／ ｓ ｅ ｃ 以 上 、 よ り 好 ま し く は ３ ０ ０ ｃ ｃ ／ ｃ ｍ 2 ／ ｓ ｅ ｃ 以 上 、 さ ら に 好
ま し く は ４ ０ ０ ｃ ｃ ／ ｃ ｍ 2 ／ ｓ ｅ ｃ 以 上 の 通 気 度 を 有 す る こ と が 好 ま し い 。 通 気 度 を ２
０ ０ ｃ ｃ ／ ｃ ｍ 2 ／ ｓ ｅ ｃ 以 上 と す る こ と に よ り 、 本 発 明 の 不 織 布 が 雨 水 な ど を 吸 収 し て
い な い と き に は 、 適 度 の 空 気 を 法 面 へ 通 過 さ せ る こ と に よ り 、 法 面 の 土 壌 を 活 性 化 さ せ る
た め で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 本 発 明 の 不 織 布 の 厚 み は 、 適 度 な 厚 み を 有 す れ ば 良 く 、 特 に 制 限 さ れ な い 。 例 え ば 、 好
ま し く は ０ ． １ ｍ ｍ 以 上 、 よ り 好 ま し く は ０ ． ２ ｍ ｍ 以 上 、 さ ら に 好 ま し く は ０ ． ３ ｍ ｍ
以 上 、 好 ま し く は ２ ｍ ｍ 以 下 、 よ り 好 ま し く は １ ． ８ ｍ ｍ 以 下 、 さ ら に 好 ま し く は １ ． ６
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ｍ ｍ 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 不 織 布 の 製 造 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 本 発 明 の 不 織 布 の 製 造 方 法 は 、 当
業 者 に 公 知 の 方 法 を 採 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 例 え ば 、 生 分 解 性 繊 維 （ 短 繊 維 ） 、 吸 水 性 繊 維 （ 短 繊 維 ） お よ び 熱 融 着 性 繊 維 （ 短 繊 維
） を 混 繊 し た 後 、 カ ー デ ィ ン グ に よ り 開 繊 し て ウ エ ッ ブ と な し 、 引 き 続 き エ ン ボ ス カ レ ン
ダ ー で 繊 維 間 を 熱 接 着 す る 製 造 方 法 を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 例 え ば 、 ス パ ン ボ ン ド 不 織 布 あ る い は メ ル ト ブ ロ ー 不 織 布 を ２ 枚 用 い て 、 第 １ の
基 布 上 に 、 吸 水 性 樹 脂 か ら な る パ ウ ダ ー お よ び 熱 融 着 性 樹 脂 か ら な る パ ウ ダ ー を 分 散 し 、
第 ２ の 基 布 を 重 ね た 後 、 加 熱 処 理 し て 熱 接 着 す る 製 造 方 法 を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 あ る い は 、 例 え ば 、 前 記 吸 水 性 繊 維 （ 短 繊 維 ） と 生 分 解 性 繊 維 （ 短 繊 維 ） と を 混 合 、 開
繊 し て 作 製 し た 不 織 布 を ２ 枚 用 い て 、 第 １ の 基 布 上 に 、 吸 水 性 樹 脂 か ら な る パ ウ ダ ー お よ
び 熱 融 着 性 樹 脂 か ら な る パ ウ ダ ー を 分 散 し 、 第 ２ の 基 布 を 重 ね た 後 、 加 熱 処 理 し て 熱 接 着
す る 製 造 方 法 を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 前 記 製 造 方 法 に お い て 、 吸 水 性 材 、 熱 融 着 性 材 、 生 分 解 性 繊 維 の 含 有 率 、 目 付 量 等 を 適
宜 調 整 す る こ と に よ り 、 得 ら れ る 不 織 布 の 初 期 透 水 性 、 経 時 的 透 水 性 等 を 制 御 で き る 。 ま
た 、 前 記 目 付 量 は 、 本 発 明 の 不 織 布 に お け る 初 期 透 水 性 お よ び 強 度 、 お よ び 経 時 的 透 水 性
を 満 足 さ せ る も の で あ れ ば 、 特 に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 本 発 明 の 不 織 布 の 目 付 量 は ３ ０
ｇ ／ ｍ 2 以 上 が 好 ま し く 、 よ り 好 ま し く は ４ ０ ｇ ／ ｍ 2 以 上 、 さ ら に 好 ま し く は ５ ０ ｇ ／ ｍ
2 以 上 で あ る 。 目 付 量 を ３ ０ ｇ ／ ｍ 2 以 上 と す る こ と に よ り 、 初 期 に お け る 透 水 性 が 低 下 す
る と 共 に 、 初 期 強 度 が 高 く な る か ら で あ る 。 ま た 、 経 時 的 透 水 性 を 高 め る た め に 、 併 せ て
、 十 分 な 通 気 度 も 得 ら れ 、 過 剰 品 質 も 防 ぐ た め に 、 目 付 量 は 、 １ ５ ０ ｇ ／ ｍ 2 以 下 が 好 ま
し く 、 よ り 好 ま し く は １ ４ ０ ｇ ／ ｍ 2 、 さ ら に 好 ま し く は １ ３ ０ ｇ ／ ｍ 2 以 下 で あ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 以 下 に 実 施 例 を 挙 げ て 本 発 明 を 説 明 す る が 、 本 発 明 は こ れ ら に よ り 限 定 さ れ る も の で は
な い 。 な お 、 以 下 に お け る 目 付 量 、 厚 さ 、 破 断 強 力 、 通 気 度 、 吸 水 量 、 透 水 係 数 お よ び 耐
候 性 試 験 は 下 記 の 方 法 に よ り 行 っ た 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
（ １ ） 目 付 量
目 付 量 は 、 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｌ １ ０ ９ ６ の ８ ． ４ ． ２ に 記 載 の 方 法 に 準 拠 し て 求 め た 。
（ ２ ） 厚 さ
厚 さ は 、 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｌ １ ０ ９ ６ の ８ ． ５ ． １ に 記 載 の 方 法 に 従 っ て 荷 重 ２ ｋ Ｐ ａ で 測 定 し た
。
（ ３ ） 通 気 度
通 気 度 は 、 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｌ １ ０ ９ ６ の ６ ． ２ ７ ． １ に 記 載 の ブ ラ ン ジ ー ル 形 試 験 機 で 測 定 し た
。
（ ４ ） 吸 水 量
試 料 １ ０ ｃ ｍ × １ ０ ｃ ｍ を ２ ５ ℃ に 保 っ た 水 中 に ３ ０ 分 浸 漬 し 、 ナ イ ロ ン 濾 布 （ ２ ０ ０ メ
ッ シ ュ ） に 包 ん で 遠 心 分 離 機 （ １ ６ ０ Ｇ × ５ 分 ） に よ り 繊 維 間 の 水 を 除 去 し て 浸 漬 前 後 の
重 量 を 測 定 し 、 下 記 計 算 式 で 吸 水 量 を 算 出 し た 。
　 　 吸 水 量 　 ＝ 　 （ Ｍ ２ － Ｍ １ ） ／ Ｍ １ 　 （ ｃ ｃ ／ ｇ ）
　 　 　 Ｍ １ ： 浸 漬 前 試 料 重 量 、 　 Ｍ ２ ： 水 切 り 後 の 試 料 重 量
（ ５ ） 透 水 係 数
透 水 係 数 は 、 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ａ １ ２ １ ８ の ３ ． １ （ １ ） に 記 載 の 透 水 試 験 方 法 に 従 っ て 測 定 し た
。
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（ ６ ） 破 断 強 力 お よ び 伸 度
東 洋 ボ ー ル ド イ ン 社 製 ５ ０ ０ ｋ ｇ テ ン シ ロ ン を 用 い 、 下 記 条 件 で 測 定 し た 。
　 試 料 ： ２ ０ ０ ｍ ｍ （ 試 料 巾 ： ５ ０ ｍ ｍ ）
　 測 定 試 料 長 ： １ ０ ０ ｍ ｍ （ 試 料 巾 ： ５ ０ ｍ ｍ ）
　 引 っ 張 り 速 度 ： ２ ０ ０ ｍ ｍ ／ ｍ ｉ ｎ
　 ｎ ＝ ３
（ ７ ） 耐 候 性 試 験
　 　 装 置 ： サ ン シ ャ イ ン カ ー ボ ン ア ー ク 灯 式 ウ エ ザ オ メ ー タ ー
　 　 照 射 条 件 ： 温 度 ６ ３ ℃ ± ３ ℃ 、
　 　 　 　 　 　 　 ６ ０ 分 間 中 １ ２ 分 間 水 ス プ レ ー
　 　 　 　 　 　 　 ２ ０ ０ 時 間 照 射
　 　 試 料 ： ３ ０ ｃ ｍ × ４ ０ ｃ ｍ
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 実 施 例 １
　 繊 度 ５ ． ６ デ シ テ ッ ク ス 、 繊 維 長 ５ １ ｍ ｍ の レ ー ヨ ン 短 繊 維 （ 大 和 紡 績 （ 株 ） 製 ） ６ ５
質 量 ％ と 、 繊 度 ５ ． ６ デ シ テ ッ ク ス 、 繊 維 長 ５ １ ｍ ｍ の 吸 水 性 繊 維 （ ラ ン シ ー ル Ｆ ） ２ ０
質 量 ％ と 、 繊 度 ２ ． ２ デ シ テ ッ ク ス 、 繊 維 長 ５ １ ｍ ｍ の ポ リ エ ス テ ル ／ 低 融 点 ポ リ エ ス テ
ル 複 合 短 繊 維 （ 芯 鞘 型 複 合 繊 維 、 低 融 点 ポ リ エ ス テ ル 融 点 ： １ １ ０ ℃ ） １ ５ 質 量 ％ と を 均
一 混 合 し た 後 （ 目 付 質 量 約 ６ ０ ｇ ／ ｍ 2 ） 、 カ ー デ ィ ン グ 加 工 を 施 し 均 一 な ウ エ ッ ブ を 作
製 し 、 連 続 し て 一 対 の 加 熱 ロ ー ル （ 上 ロ ー ル 鉄 温 度 １ ６ ０ ℃ 、 下 ロ ー ル ゴ ム 非 加 熱 ） に 処
理 速 度 ５ ｍ ／ ｍ ｉ ｎ 、 ロ ー ル 間 圧 力 ２ ０ ｋ ｇ ｆ ／ ｃ ｍ 2 で 繊 維 間 接 着 処 理 を し て 本 発 明 の
不 織 布 を 得 た 。 こ の 不 織 布 に つ い て 初 期 特 性 お よ び 経 時 的 特 性 の 測 定 を 行 っ た 。 結 果 を 表
１ お よ び 表 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 実 施 例 ２
　 繊 度 ５ ． ６ デ シ テ ッ ク ス 、 繊 維 長 ５ １ ｍ ｍ の レ ー ヨ ン 短 繊 維 （ 大 和 紡 績 （ 株 ） 製 ） ３ ５
質 量 ％ と 、 繊 度 ５ ． ６ デ シ テ ッ ク ス 、 繊 維 長 ５ １ ｍ ｍ の 吸 水 性 繊 維 （ ラ ン シ ー ル Ｆ ） ５ ０
質 量 ％ と 、 繊 度 ２ ． ２ デ シ テ ッ ク ス 、 繊 維 長 ５ １ ｍ ｍ の ポ リ エ ス テ ル ／ 低 融 点 ポ リ エ ス テ
ル 複 合 短 繊 維 （ 芯 鞘 型 複 合 繊 維 、 低 融 点 ポ リ エ ス テ ル 融 点 ： １ １ ０ ℃ ） １ ５ 質 量 ％ と を 均
一 混 合 し た 後 （ 目 付 質 量 約 ６ ０ ｇ ／ ｍ 2 ） 、 カ ー デ ィ ン グ 加 工 を 施 し 均 一 な ウ エ ッ ブ を 作
製 し 、 連 続 し て 一 対 の 加 熱 ロ ー ル （ 上 ロ ー ル 鉄 温 度 １ ６ ０ ℃ 、 下 ロ ー ル ゴ ム 非 加 熱 ） に 処
理 速 度 ５ ｍ ／ ｍ ｉ ｎ 、 ロ ー ル 間 圧 力 ２ ０ ｋ ｇ ｆ ／ ｃ ｍ 2 で 繊 維 間 接 着 処 理 を し て 本 発 明 の
不 織 布 を 得 た 。 こ の 不 織 布 に つ い て 実 施 例 １ と 同 様 の 測 定 を 行 っ た 。 結 果 を 表 １ お よ び 表
２ に 示 す 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 実 施 例 ３
　 繊 度 ５ ． ６ デ シ テ ッ ク ス 、 繊 維 長 ５ １ ｍ ｍ の レ ー ヨ ン 短 繊 維 （ 大 和 紡 績 （ 株 ） 製 ） ５ 質
量 ％ と 、 繊 度 ５ ． ６ デ シ テ ッ ク ス 、 繊 維 長 ５ １ ｍ ｍ の 吸 水 性 繊 維 （ ラ ン シ ー ル Ｆ ） ８ ０ 質
量 ％ と 、 繊 度 ２ ． ２ デ シ テ ッ ク ス 、 繊 維 長 ５ １ ｍ ｍ の ポ リ エ ス テ ル ／ 低 融 点 ポ リ エ ス テ ル
複 合 短 繊 維 （ 芯 鞘 型 複 合 繊 維 、 低 融 点 ポ リ エ ス テ ル 融 点 ： １ １ ０ ℃ ） １ ５ 質 量 ％ と を 均 一
混 合 し た 後 （ 目 付 質 量 約 ６ ０ ｇ ／ ｍ 2 ） 、 カ ー デ ィ ン グ 加 工 を 施 し 均 一 な ウ エ ッ ブ を 作 製
し 、 連 続 し て 一 対 の 加 熱 ロ ー ル （ 上 ロ ー ル 鉄 温 度 １ ６ ０ ℃ 、 下 ロ ー ル ゴ ム 非 加 熱 ） に 処 理
速 度 ５ ｍ ／ ｍ ｉ ｎ 、 ロ ー ル 間 圧 力 ２ ０ ｋ ｇ ｆ ／ ｃ ｍ 2 で 繊 維 間 接 着 処 理 を し て 本 発 明 の 不
織 布 を 得 た 。 こ の 不 織 布 に つ い て 実 施 例 １ と 同 様 の 測 定 を 行 っ た 。 結 果 を 表 １ お よ び 表 ２
に 示 す 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 実 施 例 ４
　 繊 度 ５ ． ６ デ シ テ ッ ク ス 、 繊 維 長 ５ １ ｍ ｍ の 吸 水 性 繊 維 （ ラ ン シ ー ル Ｆ ） ８ ５ 質 量 ％ と
、 繊 度 ２ ． ２ デ シ テ ッ ク ス 、 繊 維 長 ５ １ ｍ ｍ の ポ リ エ ス テ ル ／ 低 融 点 ポ リ エ ス テ ル 複 合 短
繊 維 （ 芯 鞘 型 複 合 繊 維 、 低 融 点 ポ リ エ ス テ ル 融 点 ： １ １ ０ ℃ ） １ ５ 質 量 ％ と を 均 一 混 合 し
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た 後 （ 目 付 質 量 約 ６ ０ ｇ ／ ｍ 2 ） 、 カ ー デ ィ ン グ 加 工 を 施 し 均 一 な ウ エ ッ ブ を 作 製 し 、 連
続 し て 一 対 の 加 熱 ロ ー ル （ 上 ロ ー ル 鉄 温 度 １ ６ ０ ℃ 、 下 ロ ー ル ゴ ム 非 加 熱 ） に 処 理 速 度 ５
ｍ ／ ｍ ｉ ｎ 、 ロ ー ル 間 圧 力 ２ ０ ｋ ｇ ｆ ／ ｃ ｍ 2 で 繊 維 間 接 着 処 理 を し て 本 発 明 の 不 織 布 を
得 た 。 こ の 不 織 布 に つ い て 実 施 例 １ と 同 様 の 測 定 を 行 っ た 。 結 果 を 表 １ お よ び 表 ２ に 示 す
。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 比 較 例 １
　 繊 度 ３ ． ３ デ シ テ ッ ク ス 、 繊 維 長 ５ １ ｍ ｍ の ポ リ エ ス テ ル 短 繊 維 ８ ５ 質 量 ％ と 、 繊 度 ２
． ２ デ シ テ ッ ク ス 、 繊 維 長 ５ １ ｍ ｍ の ポ リ エ ス テ ル ／ 低 融 点 ポ リ エ ス テ ル 複 合 短 繊 維 （ 芯
鞘 型 複 合 繊 維 、 低 融 点 ポ リ エ ス テ ル 融 点 ： １ １ ０ ℃ ） １ ５ 質 量 ％ と を 均 一 混 合 し た 後 （ 目
付 質 量 約 ６ ０ ｇ ／ ｍ 2 ） 、 カ ー デ ィ ン グ 加 工 を 施 し 均 一 な ウ エ ッ ブ を 作 製 し 、 連 続 し て 一
対 の 加 熱 ロ ー ル （ 上 ロ ー ル 鉄 温 度 １ ６ ０ ℃ 、 下 ロ ー ル ゴ ム 非 加 熱 ） に 処 理 速 度 ５ ｍ ／ ｍ ｉ
ｎ 、 ロ ー ル 間 圧 力 ２ ０ ｋ ｇ ｆ ／ ｃ ｍ 2 で 繊 維 間 接 着 処 理 を し て 本 発 明 の 不 織 布 を 得 た 。 こ
の 不 織 布 に つ い て 実 施 例 １ と 同 様 の 測 定 を 行 っ た 。 結 果 を 表 １ お よ び 表 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 比 較 例 ２
　 繊 度 ５ ． ６ デ シ テ ッ ク ス 、 繊 維 長 ５ １ ｍ ｍ の レ ー ヨ ン 短 繊 維 （ 大 和 紡 績 （ 株 ） 製 ） ８ ５
質 量 ％ と 、 繊 度 ２ ． ２ デ シ テ ッ ク ス 、 繊 維 長 ５ １ ｍ ｍ の ポ リ エ ス テ ル ／ 低 融 点 ポ リ エ ス テ
ル 複 合 短 繊 維 （ 芯 鞘 型 複 合 繊 維 、 低 融 点 ポ リ エ ス テ ル 融 点 ： １ １ ０ ℃ ） １ ５ 質 量 ％ と を 均
一 混 合 し た 後 （ 目 付 質 量 約 ６ ０ ｇ ／ ｍ 2 ） 、 カ ー デ ィ ン グ 加 工 を 施 し 均 一 な ウ エ ッ ブ を 作
製 し 、 連 続 し て 一 対 の 加 熱 ロ ー ル （ 上 ロ ー ル 鉄 温 度 １ ６ ０ ℃ 、 下 ロ ー ル ゴ ム 非 加 熱 ） に 処
理 速 度 ５ ｍ ／ ｍ ｉ ｎ 、 ロ ー ル 間 圧 力 ２ ０ ｋ ｇ ｆ ／ ｃ ｍ 2 で 繊 維 間 接 着 処 理 を し て 本 発 明 の
不 織 布 を 得 た 。 こ の 不 織 布 に つ い て 実 施 例 １ と 同 様 の 測 定 を 行 っ た 。 結 果 を 表 １ お よ び 表
２ に 示 す 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ３ 】
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 表 １ お よ び 表 ２ か ら 明 ら か な よ う に 、 実 施 例 １ ～ ４ の 不 織 布 の 透 水 係 数 は 、 初 期 で は ０
． ０ ０ ６ ｃ ｃ ／ ｃ ｍ 2 ／ ｓ ｅ ｃ ～ ０ ． ０ １ ４ ｃ ｃ ／ ｃ ｍ 2 ／ ｓ ｅ ｃ と 低 い が 、 耐 候 性 の 促 進
試 験 に よ り 、 ０ ． １ ２ ８ ｃ ｃ ／ ｃ ｍ 2 ／ ｓ ｅ ｃ ～ ０ ． １ ７ ３ ｃ ｃ ／ ｃ ｍ 2 ／ ｓ ｅ ｃ と 高 く な
っ た 。 こ の 結 果 よ り 、 本 発 明 の 不 織 布 は 、 初 期 特 性 と し て 、 透 水 性 が 低 く 、 経 時 的 に 透 水
性 が 高 く な る こ と が 分 か る 。 一 方 、 比 較 例 １ お よ び ２ の 不 織 布 は 、 初 期 の 透 水 係 数 が 低 い
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が 、 耐 候 性 の 促 進 試 験 を 行 っ て も 透 水 係 数 は ほ と ん ど 変 化 し な か っ た 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ま た 、 実 施 例 １ ～ ４ の 不 織 布 は い ず れ も 、 初 期 の 破 断 強 力 が １ ５ Ｎ ／ ５ ｃ ｍ 以 上 で あ り
、 耐 候 性 の 促 進 試 験 に よ り 、 破 断 強 力 が 初 期 破 断 強 力 に 対 し て ５ ０ ％ 以 下 に 低 下 し て い る
こ と が 分 か る 。 一 方 、 比 較 例 １ お よ び ２ の 不 織 布 で は 、 強 度 保 持 率 が 約 ８ ０ ％ 以 上 と 高 く
な っ た 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 こ の 結 果 よ り 、 本 発 明 の 不 織 布 は 、 造 成 後 の 法 面 に 敷 設 し た 場 合 に 、 初 期 に は 、 土 壌 の
流 出 を 抑 制 す る 程 度 の 実 用 強 度 を 有 し て い る が 、 経 時 に よ っ て 強 度 が 劣 化 し 、 土 壌 表 面 を
露 出 さ せ 、 植 生 を 発 育 さ せ る た め に 必 要 な 空 間 を 与 え る こ と が で き る と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 尚 、 本 発 明 に お い て 、 透 水 性 や 破 断 強 力 が 経 時 的 に 劣 化 す る の は 、 生 分 解 性 繊 維 を 使 用
し て い る と い う よ り は む し ろ 、 吸 水 性 材 を 使 用 し て い る こ と に よ る 影 響 が 大 き い と 考 え ら
れ る 。 こ れ は 、 比 較 例 １ お よ び ２ の 不 織 布 が 、 生 分 解 性 繊 維 を 含 有 し て い る に も 拘 わ ら ず
、 経 時 （ 耐 候 性 の 促 進 試 験 ） に よ っ て 、 透 水 性 が ほ と ん ど 変 化 せ ず 、 強 度 の 低 下 率 も 小 さ
い こ と か ら 明 ら か で あ る 。
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